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福島県沿岸域における津波の実態

東北～関東までの全域浸水現地調査
• 調査は津波による浸水範囲を特定することを主眼とし

 て実施し，あわせて津波による被害状況を確認した．
• 現地調査は原口が担当し，漂流物や流水痕跡などか

 ら浸水・遡上限界地点を確認・認定し，その位置をパ

 ソコン上の詳細地形図上でプロットしながら浸水位置

 をマッピングした．被災地の多くの地点で瓦礫撤去作

 業や災害復旧工事が行われて立入りが時間制限され

 たため，こうした地区の調査は早朝に行なった．
• 現地の調査結果（電子データ）は毎日インターネット経

 由で岩松に送り，海岸線データを組みわせて浸水範

 囲のポリゴンを作成した．
• それらのデータは電子国土，google earth，google 

mapなどで閲覧可能なファイルに変換されたのち，情

 報地質学会の以下のサイトから情報発信を行なった．

 http://www.jsgi-map.org/tsunami/
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福島第一原子力発電所事故に伴

 う警戒区域を除く福島県沿岸域に

 おける津波の実態について，2011

 年5月27〜29日，6月９〜11日に実

 施した現地調査結果を報告する．
今後，被災直後に撮影された空

 中写真や衛星写真を判読し，立入

 が困難な警戒区域部分の津波浸水

 状況の推定作業を行う予定である

 ．

福島県沿岸域は，2011年3月11日

 に発生した東北地方太平洋沖地

 震津波によって，海岸沿いの広

 い範囲で津波による浸水被害を

 受けた．
さらに福島第一原子力発電所事

 故に伴い，海岸線の約4割が警戒

 区域とされた
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東側から峠を越えて津波は松川浦に達す
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東北地方太平洋沖

 地震津波合同調査

 グループでまとめら

 れた福島県データ（

 左図でみると，これ

 まで知られていた

 過去の津波高さを

 大きく上回る津波

 が沿岸域を襲った

 ことが確認される．

すなわち，これまで

 観測されていた津

 波はいずれも最大

 5m以下，殆ど3m 
程度であった．今

 回観測されたもの

 は10-15mに達し，

 北部ほど高いこと

 が読み取れる．



『東日本大震災
 

津波地図」
 

A4版、見開き（A3）での地図帳形式で約３５０ページ、２万５千分の１の地形図に

 津波の浸水範囲がはいります。主な写真も該当ページに配置予定です。

 
背景）

 被災地ではいまだにネット環境の回復が遅れています。

 出版するこの紙ベースの地図帳はいつでも自由に使えます。

 地域全体を浸水範囲とともに概観でき、被災地の実態を理解に役立ちます。

 「津波がどこまで来たのか？」それぞれの地域を理解する基礎資料となります。

 さらに、当面のハザードマップとなります。

 短期的には被災地調査、復興計画調査で使われますが、

 長期的には今回の各家庭に１冊保管しておいてほしいと考えています。

 
このような背景から

 被災地域の避難所や仮設住宅の方々に無償で配布できないかと考えています。

現地調査地図帳の出版と被災地への無償配布計画
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